
折々のことば
１３４１

～１３４５

病める貝の吐き出した美しい異物、
それが真珠です。

澁澤龍彦



折々のことば
１３４６

～１３５０
常識はいつか古いものとして変わ
られる自分を意識した寛容な哲学
です。

なだいなだ



折々のことば
１３５１

～１３５５

「砂時計は、時間を丸見えにするん
だね」

水無田気流



折々のことば
１３５６

～１３６０
煮えたぎる釜の口に、早苗ちゃん
は、水を一杓さした。／と、ピタッと
松風が止んだ。

森下典子



折々のことば
１３６１

～１３６５

オレンジの実だけ喰って、皮を捨て
るようなわけにはいきませんよ。

アーサー・ミラー



折々のことば
１３６６

～１３７０
もう少し「金」曜日を減らし意識して
自然と触れ合ったほうがいいんじゃ
ないか

本田亮



折々のことば
１３７１

～１３７５

僕は、芝居で大事なのはリアクショ
ンだと思っているところがあります。

岸部一徳



折々のことば
１３７６

～１３８０
「ものわかりのよさ」こそ、私たちが
駆逐しなければならない最大の敵
である。

稲垣喜代志



折々のことば
１３８１

～１３８５

あ、生きてた。あぁ、そんならいっぺ
んに飲まなきゃよかった。

五代目・古今亭志ん生



折々のことば
１３８６

～１３９０

「家がのうなっても、仏さんはついて
来るけぇの、安心し・・・・・・」

藤原新也



折々のことば
１３９１

～１３９５

辛さはときに愚かということの裏返
しだ

幸田文



折々のことば
１３９６

～１４００

人間には
行方不明の時間が必要です

茨木のり子



折々のことば
１４０１

～１４０５
一般に思いつきというものは、人が
精出して仕事をしているときにか
ぎってあらわれる。

マックス・ウェーバー



折々のことば
１４０６

～１４１０

記念日を祝うって、テスト前だけ勉
強するようなものですよね。

瀧波ユカリ



折々のことば
１４１１

～１４１５

世界がぜんたい幸福にならないう
ちは個人の幸福はあり得ない

宮沢賢治



折々のことば
１４１６

～１４２０

オーケストラ奏者はキョロキョロして
なきゃいけない

古部賢一



折々のことば
１４２１

～１４２５
夜が心地よいのは、記憶と同じよう
に、退屈な細部を消してしまうから
だ。

ホルヘ・ルイス・ボルヘス



折々のことば
１４２６

～１４３０
人間の欠点てのは長所になるとき
がある。その欠点の長所になったと
きがその人間の大活躍するとき。

萩本欽一



折々のことば
１４３１

～１４３５

みんなコーナーを狙わなくなり、今
のゾーンはかなり狭くなった。

土屋敏男



折々のことば
１４３６

～１４４０

じつは私は水のような文章が書き
たい。

吉行淳之介



折々のことば
１４４１

～１４４５

「今日は、私があなたを生んだ日で
す」

ヤマザキマリの母



折々のことば
１４４６

～１４５０

食べることは、もっと政治の中心に
あっていいはずなんです。

藤原辰史



折々のことば
１４５１

～１４５５

自分で塗りたくった顔をこわがる子
供たち。彼らは子供である。

パスカル



折々のことば
１４５６

～１４６０

ダメな部分も抱えた生身の生を、
堂々と突き進んで行って下さい。

西村賢太



折々のことば
１４６１

～１４６５

この世には遊びに来たの。踊って
転んだら笑ってそれで80年よ。

有間しのぶ



折々のことば
１４６６

～１４７０

偏見を得ようとするなら、旅行する
にしくはない

伊丹十三が伝聞した言葉



折々のことば
１４７１

～１４７５
でも、これぐらいで帰るのがいいん
だ。人が代わっても、小刻みなリズ
ムで細く長く続くのがいい

田中究



折々のことば
１４７６

～１４８０

私たちはみんなもともと、神様の養
子なの

シンシア・ルーブル



折々のことば
１４８１

～１４８５
児童に遊戯を考案して与えるという
ことは、昔の親たちはまるでしな
かったようである。

柳田國男



折々のことば
１４８６

～１４９０
物を使い捨てにするのはそれを作
る人々を使い捨てにするようなもの
だ

ナオミ・クライン



折々のことば
１４９１

～１４９５

世界中の人がお前を悪いと言うな
ら、世界中が間違うとる。

西原理恵子の父



折々のことば
１４９６

～１５００

日本では有名な人はたいしたこと
がない。無名の人が偉いのだ。

中井久夫



折々のことば
１５０１

～１５０５

物事には納得できる矛盾と納得で
きない矛盾がある。

大竹伸朗



折々のことば
１５０６

～１５１０

わが母は襁褓とりかへられながら
梟のやうに尊き目する

川野里子



折々のことば
１５１１

～１５１５

自らを他人と比ぶることなかれ
同じいのちは他に一つなし

遠藤滋



折々のことば
１５１６

～１５２０
そうするとね、かなわぬ分だけ思い
が膨らむんです。喜びも悲しみも、
悔しさも夢もみんな深さが出る。

市原悦子



折々のことば
１５２１

～１５２５
本来ひとの生活というのは意図か
らズレたものが重なりあってできて
いるわけで

藤森照信



折々のことば
１５２６

～１５３０

ここにいる人は、みんな「どこかへ
行く途中」の人だ。

花田菜々子



折々のことば
１５３１

～１５３５

世間ではいつもどうでもいいことが
一番問題にされる

キェルケゴール



折々のことば
１５３６

～１５４０
「困ってるねん」って言ってもらえる
大人になること。これもほんとに難
しい。

木村泰子



折々のことば
１５４１

～１５４５
人間一人死ぬのはただ一度のこと、
せめて死ぬときだけは厳粛に、立
派にと思っていた

森定子



折々のことば
１５４６

～１５５０

Your story , our history

オーストラリア国立公文書館



折々のことば
１５５１

～１５５５

人間はくりかえしを離れるのに、勇
気がいる。

吉田秀和



折々のことば
１５５６

～１５６０

人生はのろさにあれ
のろのろ蝸牛（ででむし）のやうであれ

山村暮鳥（ぼちょう）



折々のことば
１５６１

～１５６５

管理されなければできない恥ずか
しい世代になんてなりたくない。

滝沢秀一



折々のことば
１５６６

～１５７０

冷蔵庫の在庫一掃に踏み切る時、
料理人はブリコルールである。

池澤夏樹



折々のことば
１５７１

～１５７５

すごい建築はしばしば、「建築とは
何か」という問いを突然出します。

西沢立衛（りゅうえ）



折々のことば
１５７６

～１５８０

悩まない人に本当の明るさというの
はつかめないと思いますね。

三波春夫



折々のことば
１５８１

～１５８５
生物は、つねに余裕をもった生活を
している。そしてその余裕を惜し気
もなく利用したいものに利用さして
いる。

今西錦司



折々のことば
１５８６

～１５９０
自分でもつくづく、喜劇俳優がお客
に同情されたら、もうおしまいだと
思った。

榎本健一



折々のことば
１５９１

～１５９５
手習ヒ始メハ音ノ大ナルモノナリ。
習練ヲ遂ゲテ音ノ小サクナルモノナ
リ。

明治期の雅楽奏者



折々のことば
１５９６

～１６００

あのとき、私は、自分が何を知りた
いのかを知りたかった。

正木香子（まさききょうこ）



折々のことば
１６０１

～１６０５

「語られたがる言葉たちが、語られ
るのを待っている気がするんです」

谷貴一（脚本）



折々のことば
１６０６

～１６１０
努力とは息をするように続けられる
こと、無理をしないこと。息をするこ
とです。

将棋棋士・永瀬拓矢



折々のことば
１６１１

～１６１５

「そら なんぎやな。 ここ はいり」

岡田よしたか



折々のことば
１６１６

～１６２０
「今なら何をしても処罰されない」と
思い込む人間の出現をできる限り
先送りすること

内田樹



折々のことば
１６２１

～１６２５
本は人との出会いと同じで、出会おう
と思って出会うんじゃなくて、気づいた
ら出会ってしまうってこともあるんです。

芦田愛菜



折々のことば
１６２６

～１６３０
人間の「おかしさ」をおかしいと言う
だけでは伝え切れないから、ネタを
思いついたのです。

塙宣之（はにわのぶゆき）



折々のことば
１６３１

～１６３５

うちの家族は心配するよりも、面白
がる。

佐藤愛子



折々のことば
１６３６

～１６４０

砂漠で孤独なのは、人間だけだ。

長田 弘



折々のことば
１６４１

～１６４５
自分で気づいているかどうかにか
かわらず、人のやることはどれも命
懸けなんだ

都甲幸治



折々のことば
１６４６

～１６５０

音楽は決して誰かの所有物になっ
たりはしない。だからこそ美しい。

岡田暁生



折々のことば
１６５１

～１６５５
生き残るチャンスを持っているのは、
むき出しの庇護されていないものだ
けである。

テオドール・W・アドルノ



折々のことば
１６５６

～１６６０

ごきげんさん

関西人の挨拶



折々のことば
１６６１

～１６６５

たんぽぽのぽぽのあたりが火事で
すよ

坪内稔典



折々のことば
１６６６

～１６７０

グズは魂と直結しているのでグズを
矯正すれば魂も死ぬ

岸本佐知子



折々のことば
１６７１

～１６７５
楽しくなくても楽しげに生きるのが、
早く死んだ人への感謝で供養じゃ
ないかしら。

樋口恵子



折々のことば
１６７６

～１６８０

人は生きている間、だれかに贈りも
のをしながら生きているのだと思う。

角野栄子



折々のことば
１６８１

～１６８５

背後を思うとき、自分が、がらんど
うの頭蓋骨になったような気がする。

小池昌代



折々のことば
１６８６

～１６９０

戦争をした人が
もっといやな人なら、良かった。

梶谷和恵



折々のことば
１６９１

～１６９５

子供を格言の陳列棚にしたり、従
順な動物にしたりしてはなりません。

下村湖人



折々のことば
１６９６

～１７００
住まいは田舎がいい、森と日溜まり
でひと寝入り、飛ぶ鳥、稲と日照り、
まだ独りもいいが、家内はいます

森博嗣



折々のことば
１７０１

～１７０５
限りなく目につきにくいこういう生涯
のすべてが、まだ記録されていない
のよ

ヴァージニア・ウルフ



折々のことば
１７０６

～１７１０

人間の経済は原則として社会関係
のなかに埋没しているのである。

カール・ポランニー



折々のことば
１７１１

～１７１５
人間というのは、男女とも、たのもし
くない人格にみりょくを感じないので
ある。

司馬遼太郎



折々のことば
１７１６

～１７２０
一生に一度は、すべてを根こそぎく
つがえし、最初の土台から新たに
はじめなくてはならない

デカルト



折々のことば
１７２１

～１７２５
誰かに依存していることを忘れるほ
どに依存できている状態が自立で
ある

東畑開人（とうはた かいと）



折々のことば
１７２６

～１７３０

音楽でお腹いっぱいにはならない
けれど、胸はいっぱいになれる。

下野竜也



折々のことば
１７３１

～１７３５

「とおくに いるからだよ。とおくにい
るから ちいさく みえるんだよ」

くりはらたかし



折々のことば
１７３６

～１７４０

言葉で死体を埋めることもできるし、
それを掘り起こすこともできる。

レベッカ・ソルニット



折々のことば
１７４１

～１７４５

震災で確信したの、人は自然から
学ばないと絶対に賢くなれない。

八巻寿文



折々のことば
１７４６

～１７５０
先に体に浸み込んでるものの扉が
後で開くような発見の喜びってあり
ますよね。

釈徹宗



折々のことば
１７５１

～１７５５

正解を探すんじゃなくて、ソリュー
ションを探しましょう

平石界



折々のことば
１７５６

～１７６０

「これしかないやろ」

土井善晴



折々のことば
１７６１

～１７６５

「あしたハゼ釣り行くから、今日取
材なんでどうしようかと思った」

中根喜三郎



折々のことば
１７６６

～１７７０
「それじゃあなたは、一日中工場で
働きながら、それが大嫌いな男と同
じなんだ」

アニー・ディラードの隣人



折々のことば
１７７１

～１７７５
人生にはたったひとつのレイヤーし
かないと思い込んでいる人のなん
と多いことか。

安田登



折々のことば
１７７６

～１７８０

いつもと変わらない１日は
特別な１日

水橋文美江（脚本）



折々のことば
１７８１

～１７８５
ぼくらは 下手でも まずい字でも
じぶんの言葉で 困ります やめて
下さい とはっきり書く 七円のハガ
キに 何通でも書く

花森安治



折々のことば
１７８６

～１７９０
理屈をつけたものは、みんな滅ん
だり衰えたりする。理屈がないこと
が何よりだ。

森繁久弥



折々のことば
１７９１

～１７９５

強制的にさせられる努力は、もろい
のです。

横尾忠則



折々のことば
１７９６

～１８００

やる やらない 自分で決める
今日はやるわ

いがらしみきお



折々のことば
１８０１

～１８０５

記憶を持たない民族には未来もな
い。

陸秋槎（りくしゅうさ）



折々のことば
１８０６

～１８１０
子供たちには過去も未来もない。で、
これは我々には殆どないことだが、
現在を享楽する。

ラ・ブリュイエール



折々のことば
１８１１

～１８１５

発症者二桁に減り良いほうの
ニュースにカウントされる人たち

俵万智



折々のことば
１８１６

～１８２０

世の中ハまめて四角て和らかて と
ふふのやうにあきられもせす

松平不昧の「豆腐自画賛」より



折々のことば
１８２１

～１８２５
今からもう、よく考えておくべきだ。
いったい何に元どおりになってほし
くないのかを。

パオロ・ジョルダーノ



折々のことば
１８２６

～１８３０

人間学がしてならないことは人間を
中心におくこと、このことである。

ヴィクトール・E・フランクル



折々のことば
１８３１

～１８３５

どんな とき でも まいにち こつ
こつ やること たいせつ です

ブルガリア出身の鳴戸親方



折々のことば
１８３６

～１８４０
生き物として生きる以上、中と外を
きっちり分けることなんてできない
の。

中村桂子



折々のことば
１８４１

～１８４５

親になるとは、許されることを学ぶ
ことなのだ。

三砂ちづる



折々のことば
１８４６

～１８５０

「ま、長生きせぇ」

桂米朝



折々のことば
１８５１

～１８５５
我々の社会は、「死」を如何に身近
に感じ得るか、という点で、準備が
すくなすぎるのではないか。

村上陽一郎



折々のことば
１８５６

～１８６０

はじまったからには、終わらなけれ
ばならないのだ。

久世光彦



折々のことば
１８６１

～１８６５

事情を明らかにすることは百の論
説に匹敵するはずである。

長谷川伸



折々のことば
１８６６

～１８７０
この図書館では、索引カードによっ
て目当ての一冊を選びだすことは
できません。

芥川比呂志



折々のことば
１８７１

～１８７５
ルールになるものが自から出てくる
ものだもん。それを信じてるのが人
生なんだもん

橋本治



折々のことば
１８７６

～１８８０

「君、それ自分で見たのか」

中尾佐助



折々のことば
１８８１

～１８８５



折々のことば
１８８６

～１８９０



折々のことば
１８９１

～１８９５


